
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

プロジェクトチームとは、北九州ＳＤＧｓクラブ会員（以下、会員）が地域課題の解決のため、「プロジェクト」を提案し、
その趣旨に賛同する他の会員と連携して取り組みを進める会員主体の活動です。
会員は、解決したい課題などに基づき、共通の認識を持つクラブ会員を募り、連携することにより、相乗効果の創出や、
活動の幅を広げることができます。SDGsクラブは、会員のマッチングや情報発信をサポートします。

このプロジェクトチームの活動を推進することで民間主体の「新たな地域課題の解決モデル」の創出を目指します。

令和元年11月から開始したこの取り組みでは、現在6つのプロジェクトチームが活動しています。（R2.11時点）

令和6年度末までに累計20件のプロジェクトチームの活動を創出し、
SDGsによる地域課題の解決を推進していきます。

1. 団体名 北九州市 2. 連携先
の団体 北九州市ＳＤＧｓクラブ会員（企業、ＮＰＯ、学校 等）

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号:014

モデル性・波及性

・自治体の役割は、活動者間のマッチングや
活動のブラッシュアップの支援などで、原則公
的資金によらない取り組みであるため、自治
体規模に関わらず、全国的に普及展開が可
能である。
・現在複数のプロジェクトが活動開始に向け
調整中であるなど、発展性が高い。

3. 取組
目的

地域課題の解決に取り組むSDGsクラブ会員（企業、団体、学校等）が、その趣旨に
賛同する会員と連携したプロジェクトチームを形成し、相乗効果を生み出しながら取り組み
を進めることにより、地域課題の新たな解決モデルの創出を目指すもの。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期 令和元年11月 取組の

カテゴリー 地域活性化北九州ＳＤＧｓクラブプロジェクトチーム

地方創生SDGsの視点

・多様な取り組みが創出可能であり、経済面
だけでなく、人材育成や新商品開発など、社
会面、経済面にもインパクトのある取り組みも
創出される。
・民間主体の活動であり、公的資金によらな
い地域課題解決が見込まれ、自走性が高い。

ステークホルダーとの連携

・企業、市民団体、学校など民間が主体に
なり、持続可能な地域づくりに向けた多様な
活動が創出される。
・SDGsクラブのネットワークによる提案者と
SDGsクラブ会員との自主的なマッチングのほ
か、クラブ事務局が相乗効果を生み出す可
能性がある会員とのマッチング支援を行うなど、
連携支援の体制が構築されている。

取組みの「具体化」

ＳＤＧｓの「見える化」

地域課題の
新たな解決モデル

地域の課題解決のための具体的なプロジェクトの実行

プロジェクトチームイメージ図



自由記述欄

【活動中のプロジェクトチーム】（令和2年11月時点）

SDGsクラブプロジェクトチームについては、北九州市ホームページをご覧ください。
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kikaku/324_00011.html

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（裏面）

【提案者】
株式会社JTB
【活動概要】
八幡地区のの観光コンテンツを地元の学生と発掘し、
観光商品として発信する。

教育コンテンツ Rethink YAWATA

【提案者】
明治学園高等学校
【活動概要】
概要防災意識の向上のため、高校が主体となって
被災地巡検・シンポ・小学生向け防災授業などを実施。

地域防災力向上のためのアクションプラン

【提案者】
日本生命相互会社
【活動概要】
健康寿命を延ばすため、携帯アプリを活用し、
企業対抗バーチャル運動会を実施。

企業・事業所対抗「ウォーキング大会」

【提案者】
永末康介（北九州市立大学 基盤教育センター）
【活動概要】
「学び」の支援を行い「高・大・産」の接続を推進することで、
地方創生の実現を目指す。

学びのスクランブル交差点

【提案者】
日本たばこ産業株式会社 北九州支店
【活動概要】
携帯等のアプリを活用し、清掃活動の成果を地図上で
「見える化」する。市内の清掃活動を行う様々な団体を
巻き込み、美しいまち北九州を目指す。

北九州のまちを美しく!プロジェクト

【提案者】
紙の循環から始める地域共創プロジェクト推進フォーラム
【活動概要】
使用済みの紙を再生紙にする機器の共同利用による
資源循環の実証を行う。再生された紙は障害者団体が
商品化し、販売することで障害者の雇用創出も目指す。

紙の循環から始める地域共創プロジェクト


